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●議会運営（議案審査） 

用
語
解
説

　

今
回
の
ぎ
か
い
だ
よ
り

の
中
で
掲
載
さ
れ
て
い
る

用
語
の
一
部
を
、
皆
さ
ま

に
分
か
り
や
す
く
解
説
す

る
も
の
で
す
。

７
つ
の
論
点
情
報

議
案
説
明
に
お
い
て
は
、

本
会
議
場
（
初
日
）
で
は

議
案
提
出
に
至
っ
た
経
緯

等
の
背
景
や
議
案
の
概
要

を
中
心
に
、
付
託
委
員
会

で
は
議
案
の
詳
細
を
中
心

に
説
明
す
る
な
か
で
、
７

つ
の
論
点
情
報
を
明
ら
か

に
し
て
い
く
。

１
政
策
立
案
の
背
景

２
提
案
に
至
る
ま
で
の
経

緯
３
他
の
自
治
体
の
類
似
す

る
政
策
と
の
比
較
検
討

と
そ
の
内
容

４
市
民
参
加
の
実
施
の
有

無
と
そ
の
内
容

５
総
合
計
画
と
の
整
合
性

６
財
源
措
置

７
将
来
に
わ
た
る
コ
ス
ト

計
算

　

11
月
19
日
・
12
月
17
日

の
総
務
環
境
委
員
会
に
お

い
て
、
政
策
課
題
で
あ
る
、

「
奥
飛
驒
温
泉
郷
地
域
の

地
域
振
興
に
つ
い
て
」
参

考
人
招
致
（
議
会
・
委
員

会
に
お
い
て
地
方
公
共
団

体
の
事
務
に
関
す
る
調
査

又
は
審
査
の
た
め
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
に
出

頭
を
求
め
、
こ
れ
に
応
じ

て
出
頭
し
て
意
見
を
述
べ

る
こ
と
）
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
振
興
と
い
う
課
題
に

対
し
て
地
元
金
融
機
関
の

果
た
す
役
割
は
大
変
重
要

と
考
え
、
飛
騨
信
用
組
合

の
黒
木
専
務
理
事
、
高
山

信
用
金
庫
の
倉
田
理
事
か

ら
専
門
家
と
し
て
の
見
解
、

意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

平成３１年 高山市議会 ３月定例会日程
開会日 曜日 会議内容 場所

2/26 火 午前９時３０分 本会議
（提案説明、質疑、委員会付託） 議場

3/1 金 午前 10 時 一般質問通告締切

4 月 午前９時３０分 常任委員会
（議案の付託された委員会） 各委員会室

6 水 午前９時３０分 本会議（一般質問） 議場

7 木 午前９時３０分 本会議（一般質問） 議場

8 金
午前９時３０分 本会議（一般質問） 議場

本会議終了後 議会運営委員会 全員協議会室

12 火 午前９時３０分 総務環境委員会 全員協議会室

13 水 午前９時３０分 福祉文教委員会 全員協議会室

14 木 午前９時３０分 産業建設委員会 全員協議会室

15 金 午前９時３０分 予算決算特別委員会 全員協議会室

18 月 午前９時３０分 予算決算特別委員会 全員協議会室

19 火 午前９時３０分 予算決算特別委員会 全員協議会室

22 金 午前９時３０分 本会議 議場

※日程は変更する場合があります。

課題 
・議案審査が市民に分かりにくい。 
・議案に対する理解を深めるための

方法について理事者側と協議。 
・論点整理の委員会の開催時期の見

直し。 
・説明資料の改善。 
・議員間討議の更なる充実。 
・協議事項において事前の所管委員

長との十分な協議の必要性。 

市長への申し入れ 
・議案審議において７つの論点情

報（用語解説）を明らかにするた
め、議案説明及び説明資料の見直
しを求める。 

・委員会からの情報提供の要求と市
長からの協議・報告のすみわけを
確認し、情報共有を図るよう求め
る。 

・委員会として責任ある考え方を示
すために委員会開催の１週間前に
委員長説明及び委員への案件説
明を行うよう検討を求める。 

具体的な取り組み 
・委員会における年間活動計画を作

成。 
・論点整理の委員会を本会議初日か

ら３日あけて開催。 
・議 員 間 討 議 を議 案 審 査 及び 協

議・報告事項において積極的に実
施。 

・申し入れに沿った形での議会運
営。

有識者の方からも「これからの議会改革に問わ
れるもの」の中で触れられているように、これ
までの議会改革は、議会と市民の関係を開かれ
て分かりやすいものとしようとする改革であっ
ても、まずは議会内部の問題として検討し、実
現されてきました。その結果として、市民の視
点が十分に反映された内容にならず、改革の成
果が住民に享受できずに実感できないという状
況を生んでいるといわれます。その状況を打開
することを目指し、高山市議会では多様な観点
から公開の場で活発な議論を行うことによっ
て、論点、争点を発見、公開することを目指し
ての議員間討議の実施による議案等の審議の活
性化、議会活動を市民に広く理解いただけるよ
う議会白書を公表、議会改革の取り組みを深化
させ、懸案事項を解決するため、平成３０年４
月には、法政大学副学長の廣瀬克哉教授を議会
アドバイザーに迎えることや参考人招致による
専門知見の活用など、取り組みを加速していま
す。議会評価スキームを軌道に乗せ、市民参加
と情報共有により議会がより市民に開かれた分
かりやすいものとなるよう努めてまいります。


